
湿潤治療が普遍的外傷治療になるのはいつ頃でしょうか？

選択枝は一つだけお選びください。1.
選択枝以外の回答があったら，自由に加えていただいて結構です。2.
連続投票は反映されません。3.

有効投票：153件

回答 項目 得票 割合

普遍的治療にはならない 2  1.3%

50年後以降 0 0.0%

20年～50年後 4  2.6%

10年～20年後 22  14.4%

5年～10年後 49
32.0%

5年以内 28  18.3%

欧米で認められれば日本でも普及する 22  14.4%

欧米で認められなければ日本では普及しない 4  2.6%

誰かにこのウェブページの内容を論文に直させて発表させまくって欲
しい

10  6.5%

もう認められてるのでは 4  2.6%

消毒をすり込まれた医師が絶滅するまで 7  4.6%

消毒が基本と思っている子持ちの方の中で知れ渡れば 1  0.7%

▽項目を追加する場合
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湿潤治療が普遍的外傷治療になるのはいつ頃でしょうか？ http://www.wound-treatment.jp/enquete/enq12/enq.cgi
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